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食品安全確保総合調査食品安全確保総合調査食品安全確保総合調査食品安全確保総合調査

「「「「畜水産食品畜水産食品畜水産食品畜水産食品におけるにおけるにおけるにおける薬剤耐性菌薬剤耐性菌薬剤耐性菌薬剤耐性菌のののの出現実態調査出現実態調査出現実態調査出現実態調査」」」」

財団法人財団法人財団法人財団法人　　　　日本食品分析日本食品分析日本食品分析日本食品分析センターセンターセンターセンター

平成平成平成平成 20202020年年年年 11111111月月月月 25252525日日日日

平成平成平成平成19191919年度調査報告年度調査報告年度調査報告年度調査報告

ⅠⅠⅠⅠ.  .  .  .  検出試験検出試験検出試験検出試験
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試料試料試料試料ののののサンプリングサンプリングサンプリングサンプリング

大手量販店等大手量販店等大手量販店等大手量販店等からからからから牛肉牛肉牛肉牛肉及及及及びびびび豚肉豚肉豚肉豚肉ををををサンプリングサンプリングサンプリングサンプリング((((購入購入購入購入))))

地区地区地区地区ごとのごとのごとのごとのサンプリングサンプリングサンプリングサンプリング数数数数はははは，，，，
平成平成平成平成17171717年度年度年度年度プロトコルプロトコルプロトコルプロトコルのののの都道府県別生産量都道府県別生産量都道府県別生産量都道府県別生産量をもとにをもとにをもとにをもとに算定算定算定算定したしたしたした

地
区

A C D E F G H I J K L P Q R S T
合
計

牛肉 168168168168 54545454 29292929 0000 63636363 0000 0000 29292929 44444444 0000 29292929 95959595 48484848 41414141 0000 0000 600600600600

豚肉 0000 27272727 27272727 25252525 72727272 19191919 29292929 0000 0000 14141414 0000 0000 21212121 0000 54545454 12121212 300300300300

試験方法試験方法試験方法試験方法((((検出試験検出試験検出試験検出試験))))

増菌培養

直接分離

増菌培養

直接分離

増菌培養

直接分離

Enterococcosel寒天培地

Enterococcosel寒天培地

ESコリマーク寒天培地

クロモアガーE.coli

分離培地分離培地分離培地分離培地

****
****

腸球菌腸球菌腸球菌腸球菌

MUG加EC培地

プロトコルのEC培地
をMUG加EC培地に
変更

****
大腸菌大腸菌大腸菌大腸菌

Enterococcoselブイヨン

いずれの培地にも

バンコマイシンを
3μg/ml 添加

****バンコマイバンコマイバンコマイバンコマイ
シンシンシンシン

3333μμμμg/mlg/mlg/mlg/ml
でででで選択選択選択選択されされされされ
たたたた腸球菌腸球菌腸球菌腸球菌

Enterococcoselブイヨン

備考備考備考備考増菌培地増菌培地増菌培地増菌培地対象菌対象菌対象菌対象菌

試料液試料液試料液試料液

増菌増菌増菌増菌

直接分離直接分離直接分離直接分離

分離分離分離分離 確認確認確認確認
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各食肉各食肉各食肉各食肉からのからのからのからの対象菌対象菌対象菌対象菌のののの検出率検出率検出率検出率
((((牛肉牛肉牛肉牛肉600600600600検体検体検体検体，，，，豚肉豚肉豚肉豚肉300300300300検体検体検体検体))))

1.31.31.31.3

0.30.30.30.3

バンコマイシンバンコマイシンバンコマイシンバンコマイシン
3333μμμμg/mlg/mlg/mlg/mlでででで選択選択選択選択
されたされたされたされた腸球菌腸球菌腸球菌腸球菌

15.015.015.015.03.03.03.03.0豚肉豚肉豚肉豚肉

9.29.29.29.23.83.83.83.8牛肉牛肉牛肉牛肉

腸球菌腸球菌腸球菌腸球菌大腸菌大腸菌大腸菌大腸菌

平成平成平成平成19191919年度検出率年度検出率年度検出率年度検出率（％）（％）（％）（％）

1.51.51.51.5

0000

バンコマイシンバンコマイシンバンコマイシンバンコマイシン
3333μμμμg/mlg/mlg/mlg/mlでででで選択選択選択選択
されたされたされたされた腸球菌腸球菌腸球菌腸球菌

8.48.48.48.42.52.52.52.5豚肉豚肉豚肉豚肉

5.95.95.95.91.01.01.01.0牛肉牛肉牛肉牛肉

腸球菌腸球菌腸球菌腸球菌大腸菌大腸菌大腸菌大腸菌

平成平成平成平成18181818年度検出率年度検出率年度検出率年度検出率（％）（％）（％）（％）

1.41.41.41.4

0.20.20.20.2

バンコマイシンバンコマイシンバンコマイシンバンコマイシン
3333μμμμg/mlg/mlg/mlg/mlでででで選択選択選択選択
されたされたされたされた腸球菌腸球菌腸球菌腸球菌

503503503503

804804804804

試料数試料数試料数試料数

12.312.312.312.32.82.82.82.8豚肉豚肉豚肉豚肉

8.38.38.38.33.13.13.13.1牛肉牛肉牛肉牛肉

腸球菌腸球菌腸球菌腸球菌大腸菌大腸菌大腸菌大腸菌

平成平成平成平成18181818，，，，19191919年度分年度分年度分年度分のののの総合検出率総合検出率総合検出率総合検出率（％）（％）（％）（％）

各食肉各食肉各食肉各食肉からのからのからのからの対象菌対象菌対象菌対象菌のののの分離菌株数分離菌株数分離菌株数分離菌株数

0000

0000

E.faeciumE.faeciumE.faeciumE.faecium

バンコマイシンバンコマイシンバンコマイシンバンコマイシン3333μμμμg/mlg/mlg/mlg/mlでででで
選択選択選択選択されたされたされたされた腸球菌腸球菌腸球菌腸球菌

腸球菌腸球菌腸球菌腸球菌

大腸菌大腸菌大腸菌大腸菌

123123123123

115115115115

E.faecalisE.faecalisE.faecalisE.faecalis

10101010

6666

E.faecalisE.faecalisE.faecalisE.faecalis

333319191919豚肉豚肉豚肉豚肉

4040404059595959牛肉牛肉牛肉牛肉

E.faeciumE.faeciumE.faeciumE.faecium

平成平成平成平成19191919年度年度年度年度

0000

3333

E.faeciumE.faeciumE.faeciumE.faecium

バンコマイシンバンコマイシンバンコマイシンバンコマイシン3333μμμμg/mlg/mlg/mlg/mlでででで
選択選択選択選択されたされたされたされた腸球菌腸球菌腸球菌腸球菌

腸球菌腸球菌腸球菌腸球菌

大腸菌大腸菌大腸菌大腸菌

160160160160

126126126126

E.faecalisE.faecalisE.faecalisE.faecalis

16161616

6666

E.faecalisE.faecalisE.faecalisE.faecalis

1212121232323232豚肉豚肉豚肉豚肉

5656565665656565牛肉牛肉牛肉牛肉

E.faeciumE.faeciumE.faeciumE.faecium

平成平成平成平成18181818，，，，19191919年度分合計年度分合計年度分合計年度分合計

1111検体検体検体検体からからからから最大最大最大最大3333株株株株をををを釣菌釣菌釣菌釣菌したしたしたした
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ⅡⅡⅡⅡ.  .  .  .  薬剤感受性試験薬剤感受性試験薬剤感受性試験薬剤感受性試験

分離菌株分離菌株分離菌株分離菌株のののの選定選定選定選定とととと感受性試験対象薬剤数感受性試験対象薬剤数感受性試験対象薬剤数感受性試験対象薬剤数

1.1.1.1. 大腸菌及大腸菌及大腸菌及大腸菌及びびびび““““バンコマイシンバンコマイシンバンコマイシンバンコマイシン3333μμμμg/mlg/mlg/mlg/mlでででで選択選択選択選択されたされたされたされた腸球菌腸球菌腸球菌腸球菌””””はすべてはすべてはすべてはすべて

2.2.2.2. 腸球菌腸球菌腸球菌腸球菌はははは試料試料試料試料のののの産地産地産地産地ごとのごとのごとのごとの菌株比率菌株比率菌株比率菌株比率にににに応応応応じてじてじてじて選定選定選定選定

3.3.3.3. セデカマイシンセデカマイシンセデカマイシンセデカマイシンについてはについてはについてはについては，，，，測定測定測定測定にににに必要必要必要必要なななな量量量量のののの標準品標準品標準品標準品がががが
入手入手入手入手できなかったことからできなかったことからできなかったことからできなかったことから，，，，除外除外除外除外することとしたすることとしたすることとしたすることとした。。。。

1010101010010010010019191919豚豚豚豚 肉肉肉肉

181818181818181818181818
プロトコルプロトコルプロトコルプロトコルにおけるにおけるにおけるにおける
調査対象薬剤数調査対象薬剤数調査対象薬剤数調査対象薬剤数

171717171717171717171717調査実施薬剤数調査実施薬剤数調査実施薬剤数調査実施薬剤数

6666

バンコマイシンバンコマイシンバンコマイシンバンコマイシン
3333μμμμg/mlg/mlg/mlg/mlでででで選択選択選択選択
されたされたされたされた腸球菌腸球菌腸球菌腸球菌

10010010010059595959牛牛牛牛 肉肉肉肉

腸球菌腸球菌腸球菌腸球菌大腸菌大腸菌大腸菌大腸菌
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ｱﾝﾋﾟｼﾘﾝ ABPC 32 16 ペニシリン系

ｾﾌｧｿﾞﾘﾝ CEZ 32 －

ｾﾌﾁｵﾌﾙ CTF 8 －

ｱﾌﾟﾗﾏｲｼﾝ APM   16
2) －

ｼﾞﾋﾄﾞﾛｽﾄﾚﾌﾟﾄﾏｲｼﾝ DSM 32 128

ｹﾞﾝﾀﾏｲｼﾝ GM 16 32

ｶﾅﾏｲｼﾝ KM 64 128

ｴﾘｽﾛﾏｲｼﾝ EM － 8 マクロライド系

ﾘﾝｺﾏｲｼﾝ LCM － 128

ｺﾘｽﾁﾝ CL 16 －

ﾉｼﾍﾌﾟﾀｲﾄﾞ NHT － ***

ﾊﾞﾝｺﾏｲｼﾝ VCM － 32

ﾊﾞｰｼﾞﾆｱﾏｲｼﾝ VGM －       1.56
3)

ｻﾘﾉﾏｲｼﾝ SLM －   16
2) ポリエーテル系

ｵｷｻﾃﾄﾗｻｲｸﾘﾝ OTC 16 16 テトラサイクリン系

ｱﾋﾞﾗﾏｲｼﾝ AVM － 16

ﾊﾞｼﾄﾗｼﾝ BC －  128
2) ペプタイド系

ﾋﾞｺｻﾞﾏｲｼﾝ BCM 128 －

ｸﾛﾗﾑﾌｪﾆｺｰﾙ CP 32 32

ﾅﾘｼﾞｸｽ酸 NA 32 － オールドキノロン系

ｴﾝﾛﾌﾛｷｻｼﾝ ERFX 2 4 ニューキノロン系

ｽﾙﾌｧｼﾞﾒﾄｷｼﾝ SDMX *** －

ﾄﾘﾒﾄﾌﾟﾘﾑ TMP 16 －

ﾎｽﾎﾏｲｼﾝ FOM *** ***

ﾁﾙﾐｺｼﾝ TMS *** *** マクロライド系

薬  剤薬  剤薬  剤薬  剤 略号略号略号略号

大腸菌大腸菌大腸菌大腸菌 腸球菌腸球菌腸球菌腸球菌

ブレークポイントブレークポイントブレークポイントブレークポイント
（（（（μμμμgggg////mlmlmlml））））

系 列系 列系 列系 列

セファロスポリン系

アミノグリコシド系

ペプタイド系

1) CLSI/NCCLS2006に準拠 2) DANMAP2003に準拠

3) 二峰性を示したため，感受性菌と耐性菌のピークの中間値をブレークポイントとした。

－：測定対象外 ***：ブレークポイント不明

各薬剤各薬剤各薬剤各薬剤にににに対対対対するするするするブレークポイントブレークポイントブレークポイントブレークポイント

大腸菌 腸球菌 腸球菌* 大腸菌 腸球菌 腸球菌*

6株 27株 0株 13株 46株 9株

0 0 － 53.853.853.853.8 0 0

0 0

0 0

33.333.333.333.3 0

50.050.050.050.0 0 － 38.538.538.538.5 41.341.341.341.3 55.655.655.655.6

0 0 － 0 0 0

0 0 － 7.7 6.5 22.222.222.222.2

0 － 4.3 22.222.222.222.2

0 － 4.3 22.222.222.222.2

33.333.333.333.3 0

0 － 0 0

59.359.359.359.3 － 58.758.758.758.7 66.766.766.766.7

0 － 0 0

66.766.766.766.7 22.222.222.222.2 － 38.538.538.538.5 41.341.341.341.3 55.655.655.655.6

0 － 0 0

18.5 － 10.9 55.655.655.655.6

0 0

0 11.1 － 23.123.123.123.1 4.3 22.222.222.222.2

0 7.7

0 0 － 0 4.3 22.222.222.222.2

0 46.246.246.246.2

牛肉牛肉牛肉牛肉 豚肉豚肉豚肉豚肉

平成平成平成平成18181818年度年度年度年度

各薬剤各薬剤各薬剤各薬剤にににに対対対対するするするする分離株分離株分離株分離株のののの耐性化率耐性化率耐性化率耐性化率

****　　　　バンコマイシンバンコマイシンバンコマイシンバンコマイシン3333μμμμg/mlg/mlg/mlg/mlでででで選択選択選択選択されたされたされたされた腸球菌腸球菌腸球菌腸球菌

大腸菌 腸球菌 腸球菌* 大腸菌 腸球菌 腸球菌*

59株 100株 6株 19株 100株 10株

ｱﾝﾋﾟｼﾘﾝ ABPC 10.2 0 0 21.121.121.121.1 0 0

ｾﾌｧｿﾞﾘﾝ CEZ 8.5 0

ｾﾌﾁｵﾌﾙ CTF 0 0

ｱﾌﾟﾗﾏｲｼﾝ APM 25.425.425.425.4 42.142.142.142.1

ｼﾞﾋﾄﾞﾛｽﾄﾚﾌﾟﾄﾏｲｼﾝ DSM 20.320.320.320.3 9.0 0 47.447.447.447.4 6.0 10.0

ｹﾞﾝﾀﾏｲｼﾝ GM 0 0 50.050.050.050.0 0 0 0

ｶﾅﾏｲｼﾝ KM 8.5 2.0 0 0 3.0 10.0

ｴﾘｽﾛﾏｲｼﾝ EM 10.0 0 3.0 10.0

ﾘﾝｺﾏｲｼﾝ LCM 6.0 0 4.0 10.0

ｺﾘｽﾁﾝ CL 0 0

ﾉｼﾍﾌﾟﾀｲﾄﾞ NHT

ﾊﾞﾝｺﾏｲｼﾝ VCM 0 0 0 0

ﾊﾞｰｼﾞﾆｱﾏｲｼﾝ VGM 70.070.070.070.0 100.0100.0100.0100.0 53.053.053.053.0 10.0

ｻﾘﾉﾏｲｼﾝ SLM 0 0 0 0

ｵｷｼﾃﾄﾗｻｲｸﾘﾝ OTC 22.022.022.022.0 27.027.027.027.0 50.050.050.050.0 57.957.957.957.9 31.031.031.031.0 10.0

ｱﾋﾞﾗﾏｲｼﾝ AVM 0 0 0 0

ﾊﾞｼﾄﾗｼﾝ BC 15.0 0 6.0 0

ﾋﾞｺｻﾞﾏｲｼﾝ BCM 3.4 0

ｸﾛﾗﾑﾌｪﾆｺｰﾙ CP 10.2 0 0 15.8 0 0

ﾅﾘｼﾞｸｽ酸 NA 5.1 0

ｴﾝﾛﾌﾛｷｻｼﾝ ERFX 0 5.0 0 0 0 0

ｽﾙﾌｧｼﾞﾒﾄｷｼﾝ SDMX

ﾄﾘﾒﾄﾌﾟﾘﾑ TMP 0 15.8

ﾎｽﾎﾏｲｼﾝ FOM

ﾁﾙﾐｺｼﾝ TMS

牛肉牛肉牛肉牛肉 豚肉豚肉豚肉豚肉

平成平成平成平成19191919年度年度年度年度
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各薬剤各薬剤各薬剤各薬剤にににに対対対対するするするする分離株分離株分離株分離株のののの耐性化率耐性化率耐性化率耐性化率

****　　　　バンコマイシンバンコマイシンバンコマイシンバンコマイシン3333μμμμg/mlg/mlg/mlg/mlでででで選択選択選択選択されたされたされたされた腸球菌腸球菌腸球菌腸球菌

平成平成平成平成18181818，，，，19191919年度合計年度合計年度合計年度合計

大腸菌 腸球菌 腸球菌* 大腸菌 腸球菌 腸球菌*

65株 127株 6株 32株 146株 19株

ｱﾝﾋﾟｼﾘﾝ ABPC 9.2 0 0 34.434.434.434.4 0 0

ｾﾌｧｿﾞﾘﾝ CEZ 7.7 0

ｾﾌﾁｵﾌﾙ CTF 0 0

ｱﾌﾟﾗﾏｲｼﾝ APM 26.226.226.226.2 25.025.025.025.0

ｼﾞﾋﾄﾞﾛｽﾄﾚﾌﾟﾄﾏｲｼﾝ DSM 23.123.123.123.1 7.1 0 43.843.843.843.8 17.1 31.631.631.631.6

ｹﾞﾝﾀﾏｲｼﾝ GM 0 0 50.050.050.050.0 0 0 0

ｶﾅﾏｲｼﾝ KM 7.7 1.6 0 3 4.1 15.8

ｴﾘｽﾛﾏｲｼﾝ EM 7.9 0 3.4 15.8

ﾘﾝｺﾏｲｼﾝ LCM 4.7 0 4.1 15.8

ｺﾘｽﾁﾝ CL 3 0

ﾉｼﾍﾌﾟﾀｲﾄﾞ NHT

ﾊﾞﾝｺﾏｲｼﾝ VCM 0 0 0 0

ﾊﾞｰｼﾞﾆｱﾏｲｼﾝ VGM 59.859.859.859.8 100.0100.0100.0100.0 54.854.854.854.8 36.836.836.836.8

ｻﾘﾉﾏｲｼﾝ SLM 0 0 0 0

ｵｷｼﾃﾄﾗｻｲｸﾘﾝ OTC 26.226.226.226.2 26.026.026.026.0 50.050.050.050.0 50.050.050.050.0 20.520.520.520.5 31.631.631.631.6

ｱﾋﾞﾗﾏｲｼﾝ AVM 0 0 0 0

ﾊﾞｼﾄﾗｼﾝ BC 15.7 0 7.5 26

ﾋﾞｺｻﾞﾏｲｼﾝ BCM 3.1 0

ｸﾛﾗﾑﾌｪﾆｺｰﾙ CP 9.2 2.4 0 18.8 1.4 11

ﾅﾘｼﾞｸｽ酸 NA 4.6 3

ｴﾝﾛﾌﾛｷｻｼﾝ ERFX 0 3.9 0 0 1.4 11

ｽﾙﾌｧｼﾞﾒﾄｷｼﾝ SDMX

ﾄﾘﾒﾄﾌﾟﾘﾑ TMP 0 28.128.128.128.1

ﾎｽﾎﾏｲｼﾝ FOM

ﾁﾙﾐｺｼﾝ TMS

牛肉牛肉牛肉牛肉 豚肉豚肉豚肉豚肉

ⅢⅢⅢⅢ.  .  .  .  PFGEPFGEPFGEPFGE解析解析解析解析
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大腸菌大腸菌大腸菌大腸菌ののののPFGEPFGEPFGEPFGE解析結果解析結果解析結果解析結果

試料 DorE PFGE 試料 DorE PFGE

B- 1 E B- 44 E 07B- 1 E

B- 2 E B- 45 E 07B- 2 E
B- 3 E B- 46 E 07B- 3 E
B- 4 E B- 47 E 07B- 4 D
B- 5 E B- 48 E 07B- 5 D
B- 6 E B- 49 E 07B- 6 E

B73 B- 7 D B- 50 E

B- 8 D B- 51 E
B- 9 D B- 52 E

B- 10 D B- 53 E

B- 11 E B- 54 E

B- 12 E B- 55 E 07P- 1 D

B- 13 E B569 B- 56 D 07P- 2 E
B129 B- 14 D B- 57 D 07P- 3 E

B- 15 D B- 58 D P100 07P- 4 D
B- 16 D B588 B- 59 D 07P- 5 D

B- 17 D 07P- 6 D

B- 18 D 07P- 7 E
B- 19 D 07P- 8 E
B- 20 E 07P- 9 E
B- 21 D 07P- 10 E
B- 22 D 07P- 11 E

B- 23 D 07P- 12 E

B- 24 D 07P- 13 E

B- 25 E P19 P- 1 E
B- 26 E P27 P- 2 D
B- 27 D P- 3 E
B- 28 D P- 4 E
B- 29 E P- 5 E

B- 30 E P- 6 D
B- 31 E P- 7 D
B- 32 E P- 8 D
B- 33 E P- 9 D D or E ：直接分離／増菌培養 
B- 34 E P- 10 E
B- 35 E P- 11 E
B- 36 E P- 12 E
B- 37 E P- 13 E
B- 38 D P- 14 D
B- 39 D P- 15 D
B- 40 D P249 P- 16 D
B- 41 E P- 17 E
B- 42 E P- 18 E
B- 43 E P- 19 E

：同一試料内で
  型が一致した菌株

B443

B279

B512

B540

B272

P120

P136

P183

B218

B343

B571

B278

B298

B316

P253

B148

B157

B176

P208

菌株No. DorE

B123
P90

B70 B232

B122

試料

菌株No. 菌株No.

B69 B71B378

DorE PFGE試料 菌株No.

P41

P57

P72

P160

HHHH18181818年度年度年度年度

HHHH19191919年度年度年度年度

大腸菌大腸菌大腸菌大腸菌ののののPFGEPFGEPFGEPFGE解析解析解析解析でででで判明判明判明判明したことしたことしたことしたこと

①①①① 牛肉牛肉牛肉牛肉，，，，豚肉豚肉豚肉豚肉いずれのいずれのいずれのいずれの試料試料試料試料においてもにおいてもにおいてもにおいても，，，，原産地及原産地及原産地及原産地及びびびび
地域地域地域地域によるによるによるによるクラスタークラスタークラスタークラスターのののの形成形成形成形成はははは認認認認められずめられずめられずめられず，，，，
様様様様々々々々なななな菌株菌株菌株菌株がががが各地各地各地各地にににに散在散在散在散在していたしていたしていたしていた。。。。

②②②② カンピロバクターカンピロバクターカンピロバクターカンピロバクターではではではでは同一店舗内同一店舗内同一店舗内同一店舗内あるいはあるいはあるいはあるいは同一加工同一加工同一加工同一加工
　　　　 処理施設内処理施設内処理施設内処理施設内でのでのでのでの汚染汚染汚染汚染がががが考考考考えられたえられたえられたえられた例例例例もあったがもあったがもあったがもあったが，，，，
　　　　 大腸菌大腸菌大腸菌大腸菌ではではではでは個体固有個体固有個体固有個体固有のののの菌株菌株菌株菌株がががが最終製品最終製品最終製品最終製品までまでまでまで持持持持ちちちち越越越越ささささ
　　　　 れるれるれるれる可能性可能性可能性可能性がががが考考考考えられたえられたえられたえられた。。。。

③③③③ 同一同一同一同一ののののPFGEPFGEPFGEPFGEパターンパターンパターンパターンをををを示示示示したしたしたした菌株菌株菌株菌株はははは薬剤耐性薬剤耐性薬剤耐性薬剤耐性のののの
　　　　 傾向傾向傾向傾向もほとんどもほとんどもほとんどもほとんど同同同同じであったじであったじであったじであった。。。。
　　　　 しかししかししかししかし，，，，顕著顕著顕著顕著なななな相違相違相違相違をををを示示示示したしたしたした菌株菌株菌株菌株もももも存在存在存在存在したしたしたした。。。。
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